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厚生労働省、ＩＬＯ、国連大学・共催 

国際シンポジウム 

グローバル化と若者の未来に関する 
アジア・シンポジウム 

基調講演するILOのソマビア事務局長 

イベント 

　
若
者
が
い
き
い
き
と
働
き
開
花
す
る
社
会

の
創
造
を
目
指
し
て
―
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

加
速
す
る
な
か
、
若
者
の
未
来
に
向
け
て
の

雇
用
・
能
力
開
発
が
世
界
的
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
厚
生
労
働
省
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
、
国
連
大

学
と
共
催
で
こ
の
課
題
の
よ
り
よ
き
解
決
に

向
け
、
一
二
月
二
日
、
三
日
の
二
日
間
、
東

京
の
Ｕ
Ｎ
ハ
ウ
ス
・
ウ
・
タ
ン
ト
国
際
会
議

場
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
二

日
間
に
わ
た
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
フ
ァ

ン
・
ソ
マ
ビ
ア
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
長
、
ア
ジ
ア

一
三
カ
国
の
政
府
代
表
、
日
本
お
よ
び
ア
ジ

ア
各
国
の
労
使
代
表
、
学
識
経
験
者
な
ど
が

参
加
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
仕
事
」、「
グ
ロ

ー
バ
ル
化
と
若
年
雇
用
」
と
い
う
二
つ
の
テ

ー
マ
で
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。 

   

公
正

な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
け
て 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
一
日
目
の
テ
ー
マ
は
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
仕
事
の
世
界
」。
近
年
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
は
、
様
々
な
産
業
に

新
た
な
経
済
機
会
を
生
み
、
世
界
経
済
全
体

で
見
れ
ば
飛
躍
的
に
成
長
が
進
ん
だ
こ
と
は

事
実
。
も
ち
ろ
ん
ア
ジ
ア
も
そ
の
例
外
で
は

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
失
業
の
増
大
、

貧
困
の
拡
大
な
ど
の
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
も
た
ら

す
負
の
側
面
に
も
目
を
向
け
、
世
界
の
人
々

が
公
平
に
そ
の
富
を
享
受
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
公
正
で
人
間
中
心
の
も
の
と
な
る
よ
う
、

そ
の
道
筋
を
修
正
す
る
こ
と
が
世
界
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
く
た
め
、
経
済
活
動
の
根
幹
で
あ
り

社
会
と
人
々
の
生
活
を
支
え
る
基
本
で
あ
る

「
労
働
」
に
焦
点
を
当
て
、
議
論
し
よ
う
と

い
う
の
が
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー

マ
。 

　
ハ
ン
ス
・
フ
ァ
ン
・
ヒ
ン
ケ
ル
学
長
（
国

連
大
学
）は
、『
公
正
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向

け
て
』
と
題
す
る
基
調
講
演
の
中
で
、
「
世

界
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
豊
か
に
な
っ
た
が
、

世
界
人
口
の
三
分
の
一
の
人
々
は
い
ま
だ
貧

し
さ
に
喘
い
で
い
る
。
格
差
は
依
然
解
決
さ

れ
て
い
な
い
。
す
べ
て
の
人
々
が
富
を
享
受

す
る
に
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
改

善
を
含
め
、
プ
ロ
セ
ス
を
公
正
に
す
る
努
力

が
必
要
」
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
プ
ロ
セ
ス
に

お
け
る
公
正
さ
の
必
要
性
を
訴
え
た
。 

   

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
は 

　
二
一
世
紀
の
合
言
葉 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
社
会
的
側
面
世
界
委
員

会
は
、
そ
の
二
〇
〇
四
年
の
報
告
書
で
、
公

正
で
包
括
的
か
つ
人
々
を
発
展
の
中
心
に
据

え
る
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
早
急
に
必
要

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
フ
ァ

ン
・
ソ
マ
ビ
ア
事
務
局
長
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
は
、

「
雇
用
こ
そ
が
貧
困
撲
滅
の
手
段
。
特
に
将

来
を
担
う
若
者
は
大
切
な
資
産
で
あ
る
。
若

者
に
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ジ
ョ
ブ
を
提
供
す
る
こ

と
は
政
府
、
労
使
の
役
目
。
デ
ィ
ー
セ
ン
ト

ワ
ー
ク
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
良
い
方
向
に
導
か
れ
る
」
と

述
べ
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
概
念

が
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
に
包
括
的
な
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
可
能
に
す
る
た
め
の
指
標
に

な
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。
ま
た
、
同
局
長

は
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の
概
念
が
国
連

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、

こ
れ
を
受
け
て
国
連
、
世
銀
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
三
者

の
協
力
の
も
と
若
年
雇
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（Youth Em
ploym

ent N
etw
ork-YEN

）が

結
成
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｎ
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
含
む
一
〇
カ
国
が
リ
ー
ダ

ー
役
と
な
り
、
各
国
の
優
れ
た
経
験
を
共
有

す
べ
く
行
動
を
開
始
し
て
い
る
。
Ｙ
Ｅ
Ｎ
第

一
回
会
合
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
本
部
の
あ
る
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
で
開
催
さ
れ
、
①
従
来
の
よ
う
に
若
者
を

問
題
視
す
る
の
で
は
な
く
、
財
産（asset

）

と
し
て
扱
う
②
各
国
政
府
が
市
民
団
体
・
経

済
団
体
・
労
働
組
合
お
よ
び
若
者
の
組
織
の

参
加
の
下
に
若
年
雇
用
に
関
す
る
行
動
計
画

を
策
定
・
実
施
す
る
③
す
べ
て
の
国
家
行
動

計
画
に
必
要
な
課
題
を
四
つ
の
Ｅ
―

E
m
ployability

（
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ

ー
）、 E

qual opportunities

（
機
会
平
等
）、

E
ntrepreneurship

（
起
業
家
精
神
）
、

E
m
ploym

ent creation

（
雇
用
創
出
）と
す

る
④
対
策
の
実
行
に
あ
た
っ
て
は
国
連
・
世

銀
・
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
技
術
協
力
す
る
―
―
こ
と
な

ど
が
提
言
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
局
長
は
Ｙ

Ｅ
Ｎ
に
つ
い
て
、
「
日
本
で
も
ニ
ー
ト
の
増

加
な
ど
、
若
年
雇
用
に
関
す
る
懸
念
が
高
ま

っ
て
い
る
と
聞
く
。
日
本
に
は
ア
ジ
ア
の
イ

ニ
シ
ャ
チ
ブ
を
と
っ
て
欲
し
い
。
す
な
わ
ち
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イベント 

日
本
の
Ｙ
Ｅ
Ｎ
（
円
）
を
使
っ
て
ア
ジ
ア
の

Ｙ
Ｅ
Ｎ
の
活
動
が
盛
り
上
が
る
こ
と
を
期
待

す
る
」
と
付
け
加
え
た
。 

 

　 
 

雇
用

な
き
成
長
に
歯
止
め
を 

 

第
一
日
目
午
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
各

国
の
労
使
代
表
よ
り
仕
事
の
世
界
に
お
い
て

い
か
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
て
い
る
か
、

そ
し
て
そ
れ
が
労
働
者
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

っ
た
。
ハ
リ
マ
・
ヤ
コ
ブ
副
書
記
長
（
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
全
国
労
働
組
合
会
議
）
は
、
「
貧

困
を
撲
滅
し
、
す
べ
て
の
人
に
機
会
を
創
出

す
る
た
め
に
は
、
国
家
レ
ベ
ル
お
よ
び
国
際

レ
ベ
ル
で
の
強
力
な
政
策
的
介
入
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
は
共
通
の
認
識
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
が
、
経
済
は
成
長

し
た
も
の
の
、
雇
用
は
そ
れ
ほ
ど
創
出
さ
れ

な
い
と
い
う
経
験
を
し
て
い
る
。
雇
用
な
き

成
長
が
ア
ジ
ア
共
通
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
イ
ン
ド
で
は
こ
こ
二
〇
年
間
で
国
民

所
得
は
六
％
伸
び
た
が
、
雇
用
は
一
％
し
か

伸
び
て
い
な
い
。
し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

生
産
性
の
低
い
仕
事
で
あ
り
、
依
然
と
し
て

失
業
者
も
多
い
。
多
く
の
場
合
働
い
た
と
し

て
も
基
本
的
生
活
を
営
む
に
足
る
賃
金
は
得

ら
れ
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
、
雇
用
な
き
成

長
が
貧
困
に
対
し
て
何
の
解
決
策
も
与
え
て

い
な
い
現
状
を
訴
え
た
。
ま
た
一
方
の
金
榮

培
副
会
長
（
韓
国
経
営
者
総
協
会
）
は
、
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
は
現
代
社
会
に
お
い
て
選
択
の

余
地
は
な
く
、
受
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
」

と
し
た
う
え
で
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
直
面

す
る
真
の
問
題
は
、
法
律
や
制
度
面
の
変
化

と
、
習
慣
や
行
動
面
の
変
化
の
均
衡
と
調
和

を
保
つ
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化

そ
の
も
の
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
副
次
的

な
影
響
に
つ
い
て
議
論
す
べ
き
と
の
見
方
を

示
し
た
。 

   

若
者

の
お
か
れ
て
い
る
現
状
は 

　
二
日
目
の
テ
ー
マ
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

若
年
雇
用
」
。
世
界
の
人
口
六
二
億
の
う
ち
、

若
者
は
そ
の
六
分
の
一
に
あ
た
る
一
〇
億
人

強
で
、
そ
の
う
ち
八
五
％
が
途
上
国
に
住
ん

で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
若
者
の
失
業
者

は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
全
世
界
で
七

四
〇
〇
万
人
に
も
の
ぼ
り
、
失
業
者
の
約
四

割
を
占
め
る
。
ま
た
若
年
失
業
率
は
成
年
失

業
率
の
二
倍
か
ら
三
倍
と
い
っ
た
状
態
が
続

い
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
ジ
ェ

ー
ン
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
雇
用
総
局
長
臨
時
代

理
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
は
、
世
界
的
に
見
た
若
年
雇

用
に
関
す
る
総
括
的
な
展
望
と
、
二
〇
〇
四

年
一
〇
月
に
行
わ
れ
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
主
催
の
「
若

年
雇
用
の
前
途
三
者
構
成
会
議
」
の
報
告
を

基
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
若
年
雇
用
に
関
す
る
取
り

組
み
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
の

太
田
俊
明
労
働
担
当
政
策
統
括
官
か
ら
は
、

わ
が
国
の
若
者
が
お
か
れ
て
い
る
現
状
と
、

「
若
者
自
立
・
挑
戦
プ
ラ
ン
」
を
中
心
に
若

年
者
の
雇
用
・
職
業
能
力
開
発
政
策
に
つ
い

て
の
詳
細
な
報
告
が
あ
り
、
連
合
の
古
賀
伸

明
副
会
長
と
富
士
電
機
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
加
藤
丈
夫
相
談
役
が
、
労
使
の
立
場
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
コ
メ
ン
ト
し
た
。 

　
午
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
分
野
で
、
実
際
に
働
い
て
い
る
若
者
四

人
が
登
壇
し
、
自
分
の
職
業
観
を
自
ら
の
言

葉
で
率
直
に
語
っ
た
。
若
者
の
仕
事
に
対
す

る
真
摯
で
前
向
き
な
姿
勢
は
、
フ
リ
ー
タ
ー

や
ニ
ー
ト
な
ど
統
計
か
ら
伝
え
ら
れ
る
暗
く

悲
観
的
な
日
本
の
若
者
像
と
は
別
の
一
面
を

見
せ
、
会
場
の
共
感
を
呼
ん
だ
。
司
会
役
を

務
め
た
玄
田
有
史
助
教
授
（
東
京
大
学
社
会

科
学
研
究
所
）
は
、
「
若
者
の
悩
み
苦
し
さ

を
社
会
が
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
設

定
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
あ
げ
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
い
う
言
葉
で
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
め
く
く
っ
た
。 

   

若
者

の
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
を 

　
高
め
る
試
み 

　
「
激
化
す
る
国
際
競
争
と
企
業
の
戦
略
的

な
行
動
は
、
若
者
の
雇
用
の
場
を
揺
さ
ぶ
っ

て
い
る
」
と
モ
デ
レ
ー
タ
役
の
諏
訪
康
雄
教

授
（
法
政
大
）
は
言
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

波
は
社
会
的
弱
者
で
あ
る
若
者
に
対
し
て
厳

し
い
。
各
国
政
府
は
こ
う
し
た
状
況
に
ど
の

よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
若
年
雇
用
」
と
題
し
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
各
国
の
代
表

が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た

労
働
市
場
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
若
者
を
育
て

る
た
め
の
各
国
の
取
り
組
み
を
報
告
し
た
。

こ
の
中
で
、
ア
ジ
ア
六
カ
国
に
お
け
る
若
者

の
能
力
開
発
政
策
を
調
査
し
た
今
野
浩
一
郎

教
授
（
学
習
院
大
）
は
、
「
ア
ジ
ア
は
多
様

性
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
が
、
共
通
の
政
策
が

存
在
す
る
」
と
し
た
う
え
で
、
能
力
開
発
の

分
野
で
「
訓
練
と
教
育
の
融
合
」
と
「
訓
練
・

教
育
と
雇
用
の
融
合
」
と
い
っ
た
新
し
い
ト

レ
ン
ド
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
、

「
若
者
に
有
効
な
能
力
開
発
政
策
を
作
成
す

る
た
め
に
は
投
資
ポ
ー
ト
フ
ォ
ー
リ
オ
の
観

点
が
必
要
。
国
際
的
な
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ

の
た
め
に
、
各
国
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

を
も
ち
よ
る
国
際
的
な
協
力
体
制
の
構
築
が

望
ま
れ
る
」
と
い
う
重
要
な
提
言
を
行
っ
た
。 

   

若
者

が
い
き
い
き
と
働
け
る 

　
社
会
を
目
指
し
て 

　
二
日
間
の
討
議
を
通
し
て
得
た
印
象
を
踏

ま
え
て
、
高
橋
一
生
国
連
大
学
客
員
教
授（
国

際
基
督
教
大
）
は
、
①
高
齢
者
雇
用
と
若
年

雇
用
の
両
方
を
組
み
合
わ
せ
た
政
策
②
多
様

な
社
会
政
策
の
メ
ニ
ュ
ー
と
マ
ク
ロ
と
ミ
ク

ロ
を
組
み
合
わ
せ
た
経
済
政
策
③
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
よ
っ
て
減
少
す
る
企
業
内
訓
練
を
埋

め
る
社
会
的
施
策
④
社
会
状
況
不
安
と
若
者

が
元
来
持
つ
不
安
で
増
幅
さ
れ
た
不
安
定
さ

を
ど
う
や
っ
て
生
産
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に

転
換
し
て
い
く
か
と
い
う
観
点
⑤
お
仕
着
せ

の
既
成
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
く
、
若

者
に
適
合
し
た
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を

提
供
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
⑥
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
描
き
難
い
現
代

に
お
い
て
、
部
分
的
な
知
見
を
持
ち
寄
り
議

論
す
る
場
を
継
続
的
に
も
つ
こ
と
―
―
の
六

点
が
必
要
だ
と
集
約
し
た
。 

　
こ
れ
を
受
け
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
総
合
議
長

の
衛
藤
晟
一
厚
生
労
働
副
大
臣
は
、
「
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
が
、
二
〇
〇
五
年
六
月

に
開
催
さ
れ
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
に
お
け
る
若
年

雇
用
者
一
般
討
議
の
場
に
お
け
る
検
討
の
基

盤
と
さ
れ
る
も
の
と
確
信
す
る
と
と
も
に
、

二
〇
〇
五
年
後
半
に
韓
国
の
釜
山
で
開
催
さ

れ
る
予
定
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
会

合
に
お
い
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
若
者
の

未
来
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
さ
ら
に
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
総
括
し
、
堀
内
光
子
Ｉ
Ｌ
Ｏ
駐
日
代
表
の

挨
拶
で
二
日
間
に
わ
た
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

閉
幕
し
た
。 

（
国
際
研
究
部
　
主
任
調
査
員
・
　 

天
瀬
光
二
） 


